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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機マトリックスおよび単一のアクチニド粉末またはアクチニド粉末の混合物を含むア
クチニド粉末を用いて充填された組成物であって、それが少なくとも、
　－　その最長のラジカル鎖が少なくとも数十個の炭素原子を含み、有機化合物のみの全
容積の２０％～７０％の間の容積含量を占めるアルカンを含む、可塑剤；
　－　少なくとも１種のポリオレフィン性ポリマーを含み、そして有機化合物のみの全容
積の２０％～５０％の容積含量を占める、バインダー；
　－　カルボン酸またはそれらの塩を含み、その容積含量が、有機化合物のみの全容積の
１０％未満である、分散剤；
を含み
　－　前記アクチニド粉末または前記アクチニド粉末の混合物が、前記充填されたマトリ
ックスの容積の４０％～６５％の間を占める、
ことを特徴とする、アクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項２】
　前記ポリオレフィン性ポリマーが、少なくとも１００００ｇ／ｍｏｌの平均モル質量を
有することを特徴とする、請求項１に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項３】
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　前記ポリオレフィン性ポリマーがポリエチレンであることを特徴とする、請求項１また
は２に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項４】
　前記ポリオレフィン性ポリマーがポリプロピレンであることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項５】
　前記可塑剤がパラフィンを含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載
のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項６】
　前記可塑剤がポリプロピレンを含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に
記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項７】
　前記アクチニド粉末が酸化ウラン粉末であることを特徴とする、請求項１～６のいずれ
か１項に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項８】
　前記アクチニド粉末の粒子の比表面積が、約１ｍ２／ｇ～１５ｍ２／ｇの間であること
を特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載のアクチニド粉末を用いて充填された
組成物。
【請求項９】
　前記アクチニド粉末のタップ密度が、前記粉末の前記化合物の理論密度の約１０％～７
０％の間であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載のアクチニド粉末
を用いて充填された組成物。
【請求項１０】
　前記粉末の構成成分原料の理論密度が、２～２０の間であることを特徴とする、請求項
１～９のいずれか１項に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項１１】
　前記粉末の構成成分原料の理論密度が、７～１０の間であることを特徴とする、請求項
１０に記載のアクチニド粉末を用いて充填された組成物。
【請求項１２】
　前記カルボン酸またはその塩が、少なくとも１００ｇ／ｍｏｌに等しいモル質量を有す
ることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１項に記載のアクチニド粉末を用いて充
填された組成物。
【請求項１３】
　前記カルボン酸またはその塩のアクチニド粉末の質量に対する質量比率が、約０．０１
％～１質量％の間であることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に記載のアク
チニド粉末を用いて充填された組成物。
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